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当麻宿地区 
土地区画整理事業 

(H25 市街化編入) 

花ヶ谷戸地区 
土地区画整理事業 

(R2 市街化編入) 

当麻宿地区 
地区計画 

(H25 市街化編入) 

当麻宿北地区 
開発事業 

(H26 市街化編入) 

市場地区 
地区計画を検討中 

谷原・市場地区 
土地区画整理事業を検討中 

相模原・愛川 

インターチェンジ 

当麻宿東地区 
(凍結中) 

当麻地区整備促進事業の概要 

 

１．事業概要 

当麻地区整備促進事業は、圏央道相模原・愛川インターチェンジ周辺の８０．６

ｈａを対象とし、「産業を中心とした新たな拠点の形成」を目指して、平成２５年に

「当麻宿地区」、令和２年に「花ヶ谷戸地区」が市街化区域に編入される等、まちづ

くりが進められてきました。 

現在は「谷原・市場地区」での土地区画整理事業による市街化区域への編入が検

討されています。 

また、「市場地区」では既存の住宅地を保全し、良好な住環境を形成していくた

め、地区計画による市街化区域への編入が検討されています。 

本地区は令和７年１２月２５日に「相模原市都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針」において「土地利用の検討を進める地区」となり、市街化区域への編入を

目指し検討を行っています。 
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２．本地区の位置について 

 後続地区は、相模原市の南東部の圏央道相模原愛川インターチェンジに隣接し、

ＪＲ相模線の原当麻駅より約１．０km の位置にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

相模原愛川 

ＩＣ入口 

原当麻駅 
(ＪＲ相模原線) 

約１㎞ 

圏央道 

当麻地区 

(後続地区) 

土地利用の検討 

を進める地区 

厚木市 

橋本 

町田市 

谷原・市場地区 

市場地区 



（別紙３） 

3 

 

３．地勢や自然環境等について 

 後続地区は、相模川の河岸段丘に位置しています。地区中央を八瀬川が横断して

おり、斜面緑地が３か所あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相模川 

相模原愛川ＩＣ 

厚木市 

橋本 

八瀬川 

相模川 

斜面緑地 

斜面緑地 

斜面緑地 

斜面緑地 

斜面緑地 

斜面緑地 
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河岸段丘の緑地には、豊かな自然が残され、湧水が豊富です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成２３年「当麻 歴史と自然マップ」より 



（別紙３） 

5 

 

現在の昭和橋付近には、相模川の渡舟場（当麻の渡し）があったため、古くから

集落がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天満宮 

当麻山無量光寺 

平成２３年「当麻 歴史と自然マップ」より 
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４．地権者について 

(1)各地区内の人口及び世帯数 

令和８年度３月の各地区内の人口については、次のとおりです。 

【谷原・市場地区】 

人  口：１４０人 

世 帯 数： ５９世帯 

【市場地区】 

人  口： ９１人 

世 帯 数： ４１世帯 

 

(2)地権者組織 

 平成２５年１０月に組合施行による土地区画整事業を目指し、谷原・市場土地区

画整理組合設立準備会が設立されました。 

組 織 名 谷原・市場地区土地区画整理組合設立準備会 

事業手法 土地区画整理事業 

設  立 平成２５年１０月１１日 

委員定数 １７名 

権利者数 約１５０名 

 

(3)意向調査の結果 

平成２９年度に地区内の地権者を対象とした意向調査を行い、約半数の方が減歩

で大きな負担があったとしても土地区画整理事業を「実施したい」という意向でし

た。 

調査対象人数 １５３人 

調査期間   平成２９年１２月～平成３０年１月 

回答率    約９４．８％ 

質問：高い減歩率（平均減歩率約６０％）での土地区画整理事業の実施について

どのように考えますか。(n=153) 

回答：実施したい   ：49.7％ 

実施すべきでない：35.9％ 

無・未回答等  ：14.4％ 
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５．市の計画における位置付けについて 

 後続地区は、市の既存計画に以下のとおり、位置付けられています。 

(1)未来へつなぐさがみはらプラン相模原市総合計画（令和２年３月） 

＜産業を中心とした新たな拠点の形成＞ 

圏央道インターチェンジ周辺地区において、新たな産業用地や住居の場などの

整備による複合的なまちづくりや多様な地域資源を生かした新たな拠点形成を進

めます。 

(2) 相模原都市計画マスタープラン（令和２年３月） 

＜「産業を中心とした新たな拠点」の形成＞ 

当麻地区では、その恵まれた交通利便性を生かし、産業・みどり・文化・生活

などが融合した新たな都市づくりを進める拠点としての市街地整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和７年１２月） 

「土地利用の検討を進める地区」に位置付け、土地区画整理事業など計画的な

市街地整備を実施し、市街化区域への編入を検討していくこととしています。 
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６．都市計画の状況について 

後続地区内では、以下の図の着色をされていない区域が市街化調整区域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各地の詳細な規制内容等は、以下のホームページから確認ができます。 

「さがみはら地図情報：https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1」 

  

https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1
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７．その他の状況について 

(1)埋蔵文化財包蔵地 

後続地区では、平成２７年度と平成２８年度の２か年をかけて、合計１８４か所

の埋蔵文化財試掘調査が行われ、調査を行ったほとんどの箇所で、石器や土器、住

居跡などの遺物・遺構が確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各包蔵地の年代等は、以下のホームページから確認ができます。 

「さがみはら地図情報：https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細な調査結果は、別途提供が可能です。 

https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1
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(2)災害ハザード 

 後続地区では、八瀬川周辺の斜面が「土砂災害特別警戒区域」等に指定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)農業振興地域 

 後続地区の一部には、「農業振興地域」があります。また、周辺には「農用地区

域」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「農業振興地域」は都道府県が指定する一体として農業の振興を図ることが相当

であると認められる地域です。 

※「農用地区域」は「農業振興地域」の中に市町村が指定した農用地等として利用

すべき土地の区域であり、原則として転用することができません。 
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(4)送電線 

 後続地区の上空を２本の高圧送電線が縦断しており、土地利用の制限がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇所有者：電源開発株式会社（J-POWER） 

電 圧：275,000Ｖ 

登 記：地役権設定（昭和 37 年設定） 

制 限：送電線下における家屋工作物の設置並びに立竹木の植栽不可 

 

〇所有者：東京電力パワーグリッド株式会社 

電 圧：66,000Ｖ 

登 記：地役権設定（昭和 50 年設定） 

制 限：送電線最下垂時における電線から３.６ｍの範囲内における建造物並びに

立竹木の植栽不可 

 

(5)その他の供給施設の状況 

後続地区については、電気、電話は各戸に供給されており、上水道は全域が給水

区域ですが、下水道（汚水）、都市ガスは未整備です。 

 

※下水道施設の状況は、以下のホームページから確認ができます。 

「さがみはら地図情報：https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1」 

  

電源開発(株) 

（J-POWER） 

東京電力 

パワーグリッド(株) 

https://sagamihara.geocloud.jp/webgis/?p=1
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８．現状の土地利用状況について 

 後続地区内の土地用途、建物用途は以下のとおりです。 

(1)土地用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)建物用途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展：令和２年度 都市計画基礎調査 
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９．谷原・市場地区における土地区画整理事業の検討内容について 

 これまで試算用の土地利用計画図（p14 参照）を作成し、土地区画整理事業の資金

計画の試算を行っており、その結果、約７５億円以上不足額が発生する結果となっ

ています。 

 

〇事業費の試算結果 

＜支出＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜収入＞ 

 

 

 

 

 

 

〇施行前後の面積等 
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〇試算のために作成した土地利用計画図 
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